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研究分野

社会福祉学

研究内容のキーワード

社会福祉、保健、介護、特別支援教育、社会保障政策

学位

修士（社会福祉学）

最終学歴

吉備国際大学大学院 社会学研究科 社会福祉学専攻 博士課程 満期退学

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例

1. コミュニケーションカードを活用した講義 2010年現在 　学生の質問・要望・意見等をカードに記述させ、次回 
の講義開始時に回答や資料を提示している。また、学生 
が毎回の講義で感じたキーワードを記入させ、学生の理 
解度と自らの講義目的の到達度合いを確認し、さらなる 
講義の展開を考察する材料の一つとして活用している。 
講義内容に対する学生の理解を深めている。

2. ICTを活用したわかりやすい授業への取組 2010年現在 パワーポイントや視覚教材等、ICTを活用した授業を展開 
し、わかりやすい授業の工夫をしている。

3. 学生の授業外における学習効果促進のための取組 2010年現在 特別支援学校教育に関心のある学生に特別学期などを活 
用して障害の特性に合わせたコミュニケーションの方法 
、介助方法、信頼関係の構築方法などの基本を教え、特 
別に配慮が必要な子どもへの理解を深めることに努めて 
いる。

4. 特別支援学校教育実習等実習科目や演習では、関 
連領域からの知識と技術の導入した取組

2010年から現在 実習や演習時には、保育・教育関連領域のみならず、医 
学・看護・福祉工学・理学療法・心理、介護技術等を導 
入した。他分野での知識・技術を総括し、エビデンスに 
基づき、教えることにより、学生の技術と知識の向上と 
連携の重要性を学ぶ効果を上げることができた。また学 
生の実習に対する充実感を高めている。

2 作成した教科書、教材

1. 家族福祉論　 2008年03月

2. 子ども家庭福祉のフロンティア　 2008年03月

3 実務の経験を有する者についての特記事項

　

4 その他

　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許

1. 社会福祉士 2004年03月

2 特許等

　

3 実務の経験を有する者についての特記事項

　

4 その他

　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

1 著書

1. 児童家庭福祉論　(第2版） 共 2017年3月 ミネルヴァ書房 第9章「母子保健と児童の健全育成」を執筆する。戦 
後の女性と子どもの保健の状況と、母子保健の法制 
度を概説した。母子保健は母子だけを対象とするの 
ではなく、父親や生徒・学生も含め、全ての人への 
保健サービスと捉え、さらに就労・経済的支援も含 
めて述べている。児童の健全育成では、教育分野と 
福祉分野を総合し、学校教職員と地域住民の参加に 
より、地域で児童が健全に育つために重要な環境に 
ついて述べている。（pp130-141) 中村明美　辰巳隆 
他　編者：波多埜英治、立花直樹

2. 日本介護福祉士養成施設協会編テ 
キスト全5巻手引書

共 2017年3月 公益社団法人日本介護 
福祉士養成施設協会　 
株式会社ファーストワ 
ン　全182頁

第1巻第2章「人間関係とコミュニケーション」(pp8 
～12)、第3巻第1章「コミュニケーション技術」（pp 
68～75)を執筆し、第3巻コミュニケーションと生活 
支援技術Ⅰ、Ⅱ」(pp68～99）の編集を行う。介護福 
祉士を養成する教員や学生に向け、日本介護福祉士 
養成施設協会編全5巻テキストを、領域別教育（人間 
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

1 著書

と社会・介護・こころとからだの仕組・医療的ケア 
）に即した内容について、わかりやすく解説した・ 
特に障害者（児）や疾病者（児）、高齢者等への介 
護をＩＣＦ理念やエビデンスに基づく実践について 
解説している。さらに国家試験問題にも対応させた 
。中村明美　他　編集者日本介護福祉士養成施設協 
会

3. 教育学への招待 共 2015年4月 武庫川女子大学出版部 第二部７「子どもの福祉と教育」を執筆する。児童 
の権利条約に至るまでの世界情勢、そして日本が批 
准するまでの歴史、そして権利条約について概説し 
た。また現在の小学校教育現場で起こっている事例 
をもとに、子どもの権利と義務について述べた。教 
育・保育者が子どもの権利保障の在り方を示唆した 
。共著者：中村明美　高井弘弥 pp68-71

4. 児童家庭福祉論 共 2015年3月 ミネルヴァ書房 第9章「母子保健と児童の健全育成」を執筆する。本 
著は、戦前後の女性と子どもの地域保健の歴史を述 
べ、現代の母子保健を子ども・母親・父親を中心に 
全ての年代に必要な保健サービスについて説明した 
。また子どもが地域で健全に生活するために、学校 
と地域が行っている事業について説明し、さらに危 
険ドラックや飲酒、喫煙等の問題をあげ、子どもの 
健やかな成長を支えるための役割について明らかに 
した。ｐ130-141　共著者　中村明美　辰巳隆他　編 
者：波多埜英治、立花直樹

5. 教育と福祉の課題　 共 2014年8月 晃洋書房 第8章「障害児保育・教育と福祉を包括した支援ー多 
職種連携による自立の共通理解への試みー」を執筆 
する 。本著では障害児の学習指導要領等の中から自 
立の捉え方を考察する。「特別支援学校指導要領等 
（幼・小・中・高等部）」を中心に考えるが、発達 
の連続性を考慮し、乳幼児期の「保育所保育指針」 
「幼稚園教育要領」小学期の「小学校学習指導要領 
」の自立の捉え方も参考にした。(pp.95-106.)　共 
著者： 中村明美　永野典詞他　編者:伊藤良高他

6. 人間の尊厳と自立/社会の理解 共 2014年7月 法律文化社  第2章「人間関係とコミュニケーション」 
・第1節「人間関係の形成」を執筆する。人間が生き 
ていく上でなくてはならない人間関係について説明 
し、さらに人間関係を形成するために重要なコミュ 
ニケーションの意味、目的、仕組み等を解説した。 
（pp73-77）共著者： 中村明美　他 
編者；田中博一、小坂淳子　 
　　　 
・第2節「コミュニケーションの基本」を執筆する。 
コミュニケーションの基本として､自分自身を知るこ 
との大切さとして、自己覚知、自己開示、自己提示 
、自己理解の方法を説明した。また、他者理解の基 
本として、受容、傾聴、共感について説明した。さ 
らに、対人援助を行う上で、必要なツールや実際の 
支援技術を明示し、人間尊厳のためのコミュニケー 
ションの意味を考える。（pp78-86）　　 
共著者：共著者： 中村明美　・白井三千代・馬込武 
志　編者；田中博一、小坂淳子　

7. コミュニケーション技術/生活支 
援技術Ⅰ･Ⅱ

共 2014年3月 法律文化社 ・第1章「コミュニケーション技術」第1節「介護に 
おけるコミュニケーションの基礎」を執筆する。（p 
p1-11) 　介護におけるコミュニケーションの目的、 
仕組みを明らかにした。さらに、コミュニケーショ 
ン実践を具体的に呈示した。 中村明美　 
 
・第1章「コミュニケーション技術」第2節「利用者 
の特性に応じたコミュニケーション技法の実際介護 
」7「福祉用具を用いたコミュニケーション」を執筆 
する。（pp40-46)  
コミュニケーションを支援する機器や道具を紹介し 
、その意義と具体的な事例を説明し、福祉用具が果 
たすコミュニケーションの意味を考える。　　　編 
者： 中村明美・岩井惠子・井上千津子　共著者：  
中村明美　小坂淳子他　

8. 介護の基本/介護過程 共 2014年1月 法律文化社 ・第Ⅰ部「介護の基本」第1章「介護の基本Ⅰ」3節 
「介護の理念：尊厳を支える介護」を執筆する。（p 
p.29-46) 
　　介護の理念を支えるものとして、QOの向上と自 
立支援、リハビリテーションの活用、ノーマライゼ 
ーションの実現などを歴史的背景や法律、定義など 
を整理した。さらに、尊厳を支える介護とはなにか 
について基本理念を述べている。 
 
・第Ⅱ部「介護過程」第3章「介護過程Ⅰ：理論編」 
6節「介護過程の展開」3「介護計計画の立案」を執 
筆する。（pp216-225)　　介護専門職として、障が 
い者(児)や疾病患者(児)、高齢者等への生活上介護 
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

1 著書

を必要としている人を支援するためには、エビデン 
スに基づいた知識と技術の大成として介護過程が重 
要になる。介護過程を展開する中で介護計画の立案 
方法を説明した。共著者： 中村明美　小坂淳子　野 
中ますみ他　　編者：野中ますみ、川井太加子　

9. 子ども・若者政策のフロンティア 共 2012年4月 晃洋書房 第三章「保育・幼児教育と子ども育成支援」を執筆 
担当する 。(pp.18-24.)　日本の子ども・若者政策 
のの中で、子どもとその家族の子育て家庭の現状を 
明らかにした。さらに、就学前の子どもの保育・幼 
児教育の施策を整理し、課題を明らかに、今後の子 
ども育成と親。家族への支援を述べた。共著者： 中 
村明美　永野典詞他　編者:伊藤良高他

10. 保育ソーシャルワークのフロンテ 
ィア

共 2011年3月 晃洋書房 第7章「保育所における保護者支援・子育て支援」を 
執筆する。(pp53-60) 
保育所における保護者支援・子育て支援へのソーシ 
ャルワークの実践事例研究である。支援に関係する 
専門職と、その支援の介入方法、支援に求められる 
ソーシャルワーク視点などを明らかにしながら、事 
例分析、考察評価を行った。　共著者： 中村明美　 
永野典詞他　編者:伊藤良高他

11. 子ども家庭福祉のフロンティア 共 2009年4月 晃洋書房 第3章「家庭の育児･子育てと子ども家庭福祉」を執 
筆する。（pp,20-27) 子育て家庭の現状と問題や課 
題、さらに子どもと親・家族支援を明らかする。中 
でも特別な配慮を必要とする子どもや養育者への支 
援と子育て世帯の経済的支援を取り上げ、子ども家 
庭福祉の課題を明らかにした。共著者： 中村明美　 
永野典詞他　編者:伊藤良高他　編者:伊藤良高他　

12. 家族援助論 共 2008年5月 ミネルヴァ書房 第４章「家族援助の対象と理解」第２節「障害のあ 
る子どもの家庭の課題と支援」を執筆。障害のある 
子どもと親への制度や政策、支援策を上げ、その課 
題を明確にした。(pp：81～84) 
同章第4節「特別な配慮を必要とする家庭の課題と支 
援」を執筆。特別な配慮を必要とする子どもと家庭 
への支援、精神疾患のある母親への支援の課題と支 
援として、母親の妊娠時から出産、そして就学まで 
を取り上げ現状と課題と今後の支援の展望について 
述べた。（pp：100～108） 共著者： 中村明美　野 
澤正子　森本美絵他       編者：野澤正子　森本美 
絵　

13. 社会福祉援助技術 共 2008年4月 大学図書出版 「低出生体重児と親・家庭への子育て支援」につい 
て執筆する。低出生体重児とその家族が抱える現状 
と課題を明確にした。また低出生体重児を養育する 
家族に、ソーシャルワーク技術のグループダイナミ 
ックス、エンパワーメント等の技術を活用しながら 
、養育者と家族が自らの課題を解決し、自立してい 
く過程を明らかにし、ソーシャルワーク実践を評価 
、考察している。（pp：76～83）共著者： 中村明美 
　天野博之他　編者:松井圭三　小倉毅

2 学位論文

　

3 学術論文

1. 特別支援学校教育実習指導の提言 
と展望

共 2018年３月 学校教育センター年鑑 
、第3号　武庫川女子大 
学

5年間の特別支援学校実習指導及び実習の現状と課題 
を抽出し、過去３年間の学生の記録である実習報告 
書による学生の自己評価の記載内容をレスポンデン 
ス分析による解析をし、実習指導の講義カリキュラ 
ム構成と内容など実践力養成のための教育実習の在 
り方について提言を行う。(pp23ー 32)　 中村明美 
　高井弘弥　橋詰和也　宇野里砂

2. 「当事者組織（がんサロン）によ 
るがん患者の社会参加促進に関す 
る研究」

単 2012年3月 島根大学邦文部山陰研 
究プロジェクト助成金 
による報告書『患者・ 
住民参加を重視した地 
域包括ケア研究』2010 
－2011年度

第4章「当事者組織（がんサロン）によるがん患者の 
社会参加促進に関する研究」を執筆する。(pp41ー45 
)　日本ではじめてのがんサロンは島根県から発祥し 
、がんサロンのモデルとなり全国に広がった。島根 
県内のがんサロンの活動内容と支援、課題を明らか 
にした。がん医療の当事者であるがん患者の社会参 
加促進するための今後の課題を明らにした。　研究 
代表者：杉崎千洋　共同研究者 中村明美　　金子努 
、小野達也他

3. 「イギリスシェフィールドでのホ 
スピス緩和ケア」

単 2010年3月 科研報告書『医療・社 
会福祉連携による早期 
退院・地域移行促進と 
不必要な入院・入所回 
避策研究』　平成20～2 
2年度　科学研究費基盤 
B報告書　研究代表者： 
杉崎千洋

イギリスシェフィールド市におけるホスピスや緩和 
ケアのインタビュー調査の報告を含む。ホスピス緩 
和ケアシステムと中間ケアの関係を明確にし、日本 
におけるがん患者のホスピス緩和ケア施策への提言 
を行う。（pp60-71) 
研究代表者：杉崎千洋　共同研究者： 中村明美　金 
子努、小野達也他 
頁数：P60～71　12頁

4. 「600時間の養成課程の介護福祉  単 2010年3月 独立行政法人福祉医療  法改正に伴い600時間の介護福祉士通信教育課程を設 
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

3 学術論文

士養成施設における展開 －スク 
ーリング－」 

機構助成事業による研 
究報告書『介護福祉士 
通信教育課程に関する 
研究－印刷教材による 
通信課程の展開－』 
平成22年独立行政法人 
福祉医療機構「長寿・ 
子育て・障害者基金」 
助成事業による研究報 
告書 
 

置することになり、日本介護福祉士養成施設協会は 
そのカリキュラムと内容を提示することになった。 
介護福祉士の質を担保または向上させることに塾足 
をおき、新たな600時間カリキュラムとその内容、ス 
クーリングの内容を研究し提示した。（pp65-79) 
研究代表者：田中博一　共同研究者： 中村明美、小 
坂淳子、野中ますみ他 
頁数：P65～79　15頁

5. 地域で暮らす虚弱高齢者への予防 
的介護の研究

単 2010年11月 法政論業（日本法政学 
会学会誌）

イギリスの高齢者ケアにおける中間ケアの現地調査 
を分析して、日本の現地調査を分析して、日本での 
高齢者政策の予防的介護と自立支援強化政策につい 
て提言を行う。 中村明美　

6. イギリス高齢者ケアの現状と課題 単 2010年03月 医療社会福祉研究 （日 
本医療福祉学会学会誌 
） 

イギリスで実践されている中間ケアの現地調査を基 
に、医療と福祉の連携による、入院回避、早期退院 
、施設入所回避策を分析考察する。 中村明美　

7. コミュニティにおける高齢者のホ 
スピス・緩和ケア構築の条件

単 2007年04月 イギリスにおける医療 
・福祉サービス連携に 
よる質確保と予算確保 
管理システムに関する 
研究報告集

平成17～19年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ） 
） による。　ロンドン東部ルイッシャム地区のホス 
ピス・緩和ケアにおける慢性疾患や終末期、強い疼 
痛、治療法がない人（子どもを含む）への医療や福 
祉の連携によるホスピス・緩和ケア構築の条件を調 
査した。ケアの質確保と予算確保のために、不必要 
な入院防止と退院促進について日本への示唆を提示 
する。共同研究者：杉崎千洋、児島美都子、 中村明 
美、金子努、小野達也、前田美也子　

その他

１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表

1. 糖尿病予備群に対する訪問指導に 
よるうつ症状改善効果及び飲酒の 
行動変容効果分析

共 2017年10月3 
1日

日本公衆衛生学会　第7 
6回学会総会 『日本公 
衆衛生雑誌第76回日本 
公衆衛生学会総会抄録 
集』404頁

糖尿病予備群に対する訪問指導によるうつ症状改善 
効果及び飲酒の行動変容効果分析をした。分析結果 
より、継続した個別訪問指導によりうつ症状の改善 
効果と飲酒の行動変容効果が期待できることが示唆 
された。無関心期にあった者に効果がなかったこと 
から、今後は個別訪問指導に加え、地域におけるソ 
ーシャルサポートネットワーク作りの必要性を示唆 
した。 
共同研究者： 中村明美　矢野真友美、井上辰樹、安 
西将也

2. 園外保育におけるリスクマネジメ 
ント-公園マップを利用した実践  
-

共 2014年9月 全国保育士養成協議会  
第53回研究大会 『全国 
保育士養成協議 会第53 
回研究大会研究 発表論 
文集』151頁

本研究では、園外保育(公園まで散歩し、公園で遊ぶ 
活動)において、子どもが安全に活動するために作成 
した「公園マップ」の実践の紹介し、その効果を検 
証した。「公園マップ」を作成することで、職員に 
対してはリスクマネジメントの徹底、リスクの共通 
認識が可能となり、子どもに対しては安全教育とし 
て活用できた。結果、園外保育での怪我の処置件数 
が年々減少した。今後の課題は、実習生・ボランテ 
ィアへの周知および、保護者への安全教育の活用で 
ある。 
大槻伸子・実本牧子・中原とし子・ 中村明美・鶴宏 
史　

3. 地域における虚弱高齢者の医療と 
福祉－イギリスの中間ケアから日 
本の高齢者施策への示唆－

単 2010年06月 日本法政学会 イギリスの高齢者ケアにおける中間ケアの現地調査 
を分析して、日本の現地調査を分析して、日本での 
高齢者政策について提言する。

4. 「医療ソーシャルワーカーインタ 
ーンシップ教育プログラムの必要 
性と効果に関する一考察」

単 2004年10月 日本社会福祉学会　第5 
1回全国大会

市民病院と大学が協力して、初の試みである市民病 
院での医療ソーシャルワーカー職育成のための大学 
での講義と病院内で講義実習の教育プログラムにつ 
いての実際と効果について検証した

5. 「Present　status　and　future 
　of　medical　workers　in　Ja 
pan」

単 2001年7月 Social　Work　in　Hea 
lth　and　Mental　Hea 
lth　（University　of 
　Tampere、Finland）

6. 子どものターミナル期のソーシャ 
ルワーク　－絵本の「死」の表現 
を通してソーシャルワークを考え 
る

単 1999年 日本社会福祉学会第47 
回全国大会

7. フィンランドにおける癌の子ども 
の支援システム

単 1997年10月 日本社会福祉学会第45 
回全国大会

8. 諸外国における医療ソーシャルワ 
ークの動向①、②

共 1996年10月 日本社会福祉学会第44 
回全国大会

共同発表者：児島美都子、杉崎千尋、 中村明美、前 
田美也子他

３．総説
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称

概要

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績

　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等

1. 『介護福祉士通信教育課程に関す 
る研究－印刷教材による通信課程 
の展開－』平成22年独立行政法人 
福祉医療機構「長寿・子育て・障 
害者基金」助成事業による研究報 
告書

共 2009年3月 『介護福祉士通信教育 
課程に関する研究－印 
刷教材による通信課程 
の展開－』 
平成22年独立行政法人 
福祉医療機構「長寿・ 
子育て・障害者基金」 
助成事業による研究報 
告書

法改正に伴い600時間の介護福祉士通信教育課程を設 
置することになり、日本介護福祉士養成施設協会は 
そのカリキュラムと内容を提示することになった。 
介護福祉士の質を担保または向上させるためには、 
新たな600時間カリキュラムとその内容、スクーリン 
グの内容を研究し提示した。 
研究代表者：田中博一 
中村明美、小坂淳子、野中ますみ他 
頁数：P65～79　15頁

2. イギリスシェフィールドでのホス 
ピス緩和ケア」『医療・社会福祉 
連携による早期退院・地域移行促 
進と不必要な入院・入所回避策研 
究』　平成19～21年度科学研究費 
補助金（基盤研究（Ｂ））研究成 
果報告書

共 2009年3月 『医療・社会福祉連携 
による早期退院・地域 
移行促進と不必要な入 
院・入所回避策研究』 
　平成20～22年度科学 
研究費補助金調査報告 
書

イギリスシェフィールド市での調査報告。ホスピス 
緩和ケアシステムと中間ケアの関係を明確にし、日 
本におけるがん患者のホスピス緩和ケア施策への提 
言を行う。 
研究代表者：杉崎千洋　共同研究者：児島美都子、  
中村明美　金子努、小野達也 
頁数：P60～71　12頁

６．研究費の取得状況

1. 見守りネットワークによる単身者 
等への緊急時対応に関する研究

共 2015年4月 科学研究費補助金（基 
盤研究（ｃ））（研究 
課題番号15K03917）

 研究分担者　研究課題「見守りネットワークによる 
単身者等への緊急時対応に関する研究（研究課題番 
号 15K03917）」研究代表者：杉崎千洋　　研究分担 
者：中村明美、金子努、小野達也、正野良幸、越智 
あゆみ　（平成30年度まで）

2. 退院支援における患者参加の規定 
要因に関する質的研究

共 2012年4月 科学研究費補助金（基 
盤研究（ｃ））採択（ 
研究課題番号24530700 
）

平成24年～26年度　科学研究費補助金（基盤研究 C  
）採択  研究分担者　研究課題「退院支援における 
患者参加の規定要因に関する質的研究（研究課題番 
号24530700）」研究代表者：杉崎千洋　　研究分担 
者：中村明美、金子努、小野達也他 

3. 患者・住民参加を重視した地域包 
括ケア研究

共 2010年4月 島根大学法文学部山陰 
研究センター山陰研究 
プロジェクト

平成22年から平成23年度島根大学法文学部山陰研究 
センター山陰研究プロジェクト研究助成研究（1001 
）研究代表者：杉崎千洋　分担者:中村明美、金子努 
、小野達也、正野良幸

4. 介護福祉士通信教育課程に関する 
研究－印刷教材による通信課程の 
展開－

共 2010年4月 平成22年独立行政法人 
福祉医療機構「長寿・ 
子育て・障害者基金」 
助成事業

法改正に伴い600時間の介護福祉士通信教育課程を設 
置することになり、日本介護福祉士養成施設協会は 
そのカリキュラムと内容を提示することになった。 
介護福祉士の質を担保または向上させることに焦点 
をあて、新たな600時間カリキュラムとその内容、ス 
クーリングの内容を研究し提示した。 
研究代表者：田中博一 
研究共同者：中村明美、小坂淳子、野中ますみ他 

5. 医療・社会福祉連携による早期退 
院・地域移行推進と不必要な入院 
・入院回避研究

共 2007年4月 科学研究費補助金（基 
盤研究（B））採択（研 
究課題番号19330128）

平成19年度から平成21年度　科学研究費補助金（基 
盤研究B）研究分担者　 
研究課題名「医療・社会福祉連携による早期退院・ 
地域移行推進と不必要な入院・入院回避研究（研究 
課題番号19330128）」研究代表者：杉崎千洋　　研 
究分担者：中村明美、金子努、小野達也他　

6. イギリスにおける医療・福祉サー 
ビス連携による質確保と予算確保 
管理システムに関する研究」

共 2004年 学研究費補助金（基盤 
研究（B））採択（研究 
課題番号16330123）

平成16年度から18年度科学研究費補助金（基盤研究 
（B））採択 
　テーマ「イギリスにおける医療・福祉サービス連 
携による質確保と予算確保管理システムに関する研 
究」（研究課題番号16330123） 
研究代表者：杉崎千洋　　研究分担者：児島美都子 
、中村明美、金子努、小野達也他

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1. 2011年8月2013年3月 日本乳幼児教育学会第22回大会実行委員会　（武庫川女子大学於）

2. 2007年1月2008年3月 近畿ブロック保育士養成校協議会協会　第８回兵庫保育実習研究懇談会　運営委員（武庫川女子大学於 
）

3. 2002年2月2004年3月 介護福祉国家試験実技試験委員
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